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医雪回岩出市公共下水道使用料第s案

(基本使用料制＋累進使用料制案）

事務局

1．前提

１）事業の概要

①排除方式:分流式(汚水）

②建設開始年度:平成13年度

③供用開始年度:平成2o年度

２）使用料制度

①基本使用水量なし

②２ヶ月毎に検針

③基本使用料は需要家費と固定費に係る経費とし､変動費は１，３以上､１１，３/月以上、

３１，３/月以上のグループに１:3:２の割合で配賦する。

《''1mmI榊、

２財政計画の諸元

１）財政計画期間:平成20～24年度(5カ年）

２）施設の建設計画:次の表－１に示すとおりとする。

※財政計画の公共下水道建設費･流域下水道建設負担金の合計を計上する

表－１施設の建設計画

(単位:百万円）

２０年度２１年度２２年度２３年度２４年度合＋

１７０４１４３０１９５８１９０２１６２５８６１９

４５１３７７５４９５４９４５９２３８５

１１８３９９５１３２３１２６８１０９５５８６４

４７１０３３２５３１１８

２３４８５３６０６８２５２

９／１２／１７／２１／２７／

《'mmIMW、

3）排水需要の予測:次の表－２に示すとおりとする。

※財政計画の水洗化人口、流入水量予測に基づき使用料対象水量を階層別に配分

．する。

ｌ‐

２０年度 ２１年度 22年度 ２３年度 ２４年度 合計

建設費

国庫補助金

地方債

市費

受益者負担金

1,704

4５１

1,183

4７

2３

1,430

377

995

1０

4８

1,958

549

1323

3３

5３

1j９０２

549

1,268

2５

6０

1,625

459

1,095

３

6８

8,619

2,385

5,864

118

252

年度末普及率 9％ 12％ 17％ 21％ 27％
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表－２排水需要の予測

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 合計

使用料対象水量 2６８６8５．３ 467.5 6９３．８ 9４８．７ 2,463.9

(千ｍ3/年）

H20～２４年度 1件当り水量

水量(ｍ３）調定件数 (ｍ３/件）

O～1０ 1６１８０ 8６２３００ ５

11～３０ 3５７５０ 1，０４２，３００ 2０

３０～ 1７．４７８ 5５９．３００ 5２

合計 6９４０８ 2．４６３９００ 2５

３使用料対象経費の算出及び分解
二、

総経費(資本費及び維持管理費)から公費負担額を控除して使用１斗対･象経費を算出する

とともに､経費の分解基準に基づき､需要家費、固定費､及び変動費に分解する。なお､今

回は使用料対象経費を低廉とするために､資本費の全額､および管きょ費､業務費､一般管

理費の人件費等と､排水設備費のうち水洗便所改造助成金に想定する金額の一部を控除す

る。（表－３）

表－３使用料対象経費の内訳

（単位:千円）

使用料
経費 控除額 控除額２

対象経費 需要家費 固定費 変動費変動費

資本費 1,098,400 700,943 397,457 ﾛ ＩＤ ロ Ⅱ

元金
1０８１８２０262,500 1５３，６８０ 、 、 ロ 111

償還金

漆､
０１起債利子 547,263835,900 2８８，６３７ ８ ロ ID

維持管理費 13,007 315,463705,529 3７７，０５９ 2５，４１１ 4６，９６６ 304,682

管きょ費 45,277 F1 3２，５２７ 12,750 Ⅱ 11,563 1,188

業務費 7５，６８５ 64264 11,421ロ 1１，４２１ ロ ロ

排水
170,430 4，６３０ 1２５，９１７ 3９，８８４ 1３，９９０ 23,022 2,872

設備費

一般
414,137 8，３７７ 92,755 313,005 12,382Ｈ 300,623

管理費

計 1,803,929 7１３，９５１ 7１２，９２０ 3７７，０５９ 2５，４１１ 46,966 304,682

-２－

、

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 合計

使用料対･象水型

(千ｍH/年）
85.3 268.6 467.5 693.8 9４８．７ 2,463.9

Ｈ20～２４年度

調定件数 水量(ｍ３）

1件；ｉｉり水量

(ｍ３/件）

｜ｏ~'0
11～３(）

３０～

合計

１６Ｊ８０

35,750

1７．４７８

６９，４０８

８６２３()(）

1，０４２，３００

５５９．３()０

2．４６３．９００

、

2０

5２

2５

経費 控除額 控除額２
使用料

対象経費 需要家費 固定費 ｜変動費

資本費

鳫
起債利子

1,098,400

262,500

835.900

700,943

153,680

547,263

397,457

108182

288,63

0 ０

０

0

〆
ｎ
Ｕ

維持管理費

管きょ費

業務費

排水

設備費

一般

管理費

705,529

45,277

75,685

170,430

414,137

13,OＣ

4，６３

8，３７

3１５，４６

32,527

6４１２６４

125,917

92,755

3７７，０５

12175

1,421

9,884

3,005

25,41

11,42

13,99

4６，９６６

１１，５６３

0

23,022

12,382

304,682

1,188

2,872

300,623

計 1,8031929 ７１３'9５１ 712,920 377,059 2５０４１１ 46,966 304,682
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4．使用料対象経費の配賦

使用料対象経費の需要家費､固定費及び変動費を､それぞれの経費の性質に応じた配

賦基準により､各使用者群に配布する

１）配賦基準:表－４

表－４配賦基準

『!'mwm腱、 2）需要家費:表－５

検針回数に応じて配賦した需要家費を調定件数で割り、１件当りの需要家費を算出する。

今回は全ての水量区分で2ヶ月に1度(年6回)の検針を想定するため、同一の金額とする。

表一ｓ需要家費

年6回

3）固定費:表－６

一般的には､①一般排水と特定排水の区分に基づく方法､②需要の変動に基づく方法、

のいずれかで配分されるが､今回は全ての水量区分に均等に配分するものとする。

《11mm１，W、

表－６固定費

(単位:千円）

の変動費

変動費は各使用群の水量に応じて一律に配賦する。

5）使用料対象経費の配賦結果:表一γ

上記の結果をまとめると､表－７のとおりである。

‐３‐

需要家費 検針回数に応じて1件当たりに均等に配賦する。

固定費 ①一般排水と特定排水の区分に基づく方法

②需要の変動に基づく方法

のいずれかで配賦する。

変動費 全水量に対して均一に配賦する。

検針頻度 調定件数 検針回数

ウ

需要家費の

配賦額

(千円）

1件当り需要家費

(円）

年6回 6９，４０８ ×１/234,704 2５，４１１ 3６６．１

資本費 維持管理費

０ ４６，９６６

４６，９６６
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表－７使用料対象経費の配賦結果

（単位:＠円／ｍ3,千円）

5．料率の設定

１）基本使用料の設定

基本使用料は､使用料対象経費のうち､需要家費および固定費の1／2に相当する金額と

し､下表より700円に設定する。（表一ｓ）

'鋳､1mm）

表－８基本使用料

2）従量使用料の設定

使用料対象経費のうち､基本使用料で回収されない不足額を求める(表－９）

表－９基本使用料の回収不足額

0

(､!'､！

不足額を従量使用料により回収するため､不足額を6等分し､そのうち１/Ｇを1～10,3/月

の水量に､３/6を１１～30,3/月の水量に､２/６を３０，３/月超の水量に配分する。（表－９）

－４‐

需要家費 固定費 変動費 計

＠1０．３

2５，４１１

＠19.1

４６，９６６

＠123.7

3０４，６８２

＠153.0

３７７，０５９

対象経費 調定件数 基本使用料相当額

需要家費 ２５，４１１，０００ ６９，４０ｓ ３６６．１

固定費 ２３，４８３，０００ ６９，４０ｓ ３３８．３

基本使用料 7０４４

使用料経費

Ａ(千円）

基本使用料回収額

Ｂ(千円）

回収不足額

Ｂ－Ａ(千円）

需要家費 ２５，４１１ ２５，４１１ ０

固定費 ４６，９６６ ２３，１７５ △２３，７９１

変動費 3０４，６８２ ０ △３０４，６８２

計 ３７７，０５９ ４ｓ，５８６ △３２８，４７ｓ
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表－９超過使用料

従量使用料の料率を調整して使用料表を作成すると､次の表－１lのようになる。

表－１１下水道使用料表

鰊

WmmD，、

-５．

対象水量

(千ｍ3）

酉己分額

(千円）

配分単価

(円/ｍ３）

1～１０，３ 862.3 54,746 6３．５

１０～3０，３ 1,042.3 1６４，２３６ 157.6

3０，３戸、‐ 5５９３ 109,491 1９５．８

計 2,463.9 328,473

基本使用料 7００

水量区分(ｍ３/月）

１～ 1０ 1,3当り ６５

１１ 戸、ゴ 3０ 1,3当り １６０

３１ 戸、＝ 1,3当り 1９０

月２５，３使用の場合 ３，７５０


